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1 ま え が き

従来,水稲籾の乾燥機は一般に施設建物の内部に設置さ

れ,乾燥期剤中,籾の移動は下層から搬送機で上層へきる

方法をとっている。この乾燥法に対して,大量の籾を施設

の屋外で乾燥 し,乾燥期間中の籾の移動は,内部に備えつ

けられた境拌機により籾層内で行う乾燥機が米国で実用化

されている。これは小麦等穀類の乾燥貯蔵に使われている

ものである。本機を供して, コンパイン刈水稲生脱穀籾の

火力乾燥および常温通風乾燥を行い,適応性について検討

した。その中で,従来の乾燥機とは異なる乾燥特性がみら

れたので,こ こに報告する。
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2試 験 方 法

試験期日: 火力乾燥試験 ;昭和52年 9月 28日 ～10月 6

日,常温通風乾燥試験 :同年10月 11日 ～11月 5日

試験場所 : 山形県遊佐町′ヽ一モニー農場内

供試機 : 主要諸元および略図は表 1,図 1の通り。籾

層内に吊り下げられた 3本のスクリ・ ―(Stir way)が

回転して,籾 を上 ドに移動させる。また,中心と壁との間

を往復運動すると同時に,中心を軸に籾層内を5時間で一

月し,全体の籾を攪拌する。

供試籾 : コンバイン刈生脱穀籾  火力乾燥試験 ;品

種ササニシキ (2571,初 期籾水分 278%),常温通風乾

操試郷 品種キヨニシキ(362t,初 期籾水分 227%)

乾燥法 : 火力乾燥 ;堆積高24■ に張込み,40C(331

～427℃ )の送風を124時間,35℃ (283～ 391℃ )の送

風を414時間行った。夜間はそのまま.余熱乾燥としたo

表 1 供試機の主要諸元

図 1 供試機の略図

攪拌装置は,送風時のみ作動させた。

常温通風乾燥 ;堆積高35mに張込み,全日常温通風 (平

均温度137℃ )を 1589時間 ,その後,相対湿度70%以下
の

送風 (135℃ )を 416時FH5,同 65%以下の送風 (171℃ )

を763時間行った。攪拌装置は送風時のみ作動させた。

3 試験結果および考察

1 籾水分の変化
火力乾燥では,張込時籾水分が279%と 非常に高水分で

あったが,35～40℃ で538時 間送風した結果,ス ノコ上 30

θπで約12%,60Cπ 以上の部分が15%前後にだった。また,

攪拌装置の届かないスノコ_t10～ 15鍬の高さまでは8～ 9

%,攪拌装置の作用しない中心部と壁際部分は籾水分16¢

以Ьとなり,乾燥不十分となった。

全J張込の常温通風乾燥で1ま ,張込時籾水分が227%で

あったが,2768時間送風後,ス ′コ直上を除いた各層にお

ける籾水分にあまり差は認められず,全体の平均籾水分は

131%と なった。

これら火力乾燥および常温通風乾燥試験における籾水分

の推移を表わしたのが,Ⅸ 2お よび図 3である。スノコ直

上は攪拌されず ,乾燥 した空気が送入されたため,いわゆ
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図2 火力乾燥における籾水分の変化

表 2 火力乾燥における乾減式

攪 拌 部 全 体 ノ=0221″ +270
スノコ 上 60m ッ=_0251″ +2,7
″  160" ターー0201″ +269

このことは,特に火力乾燥において,攪拌装置の通過直前

と通過直後の_[」冒と下層の水分差を測定した結果からも明

らかであった。たとえば ,送風34時間後に攪拌装置が通過
した部分のスノコ上 60mと 160磁 の籾水分の差は,通過 1

時間前では34%であったのが,通過1時間後には 04%
となり,45時間後には27%と なった。このように,上層
と下層の水分差は,いわば蛇腹のような伸縮を繰 り返 して

進んでゆき,各層の籾水分は乾減直線に集まるようになる

と考えられる。また.攪拌装置の攪拌能力をみるために,
各層の籾に着色 して,攪拌装置の通過による籾の移動を調
べてみた。その結果,少なくとも, 1回 通過することによ

り, lπ 前後の籾の上下移動を確認した。

2 品質の変化
火力乾燥における胴割の発生は,攪拌部で強胴割が5%
以下,軽胴割が10%以 ドであった。しかし,層 別では下層
より上層の方がやや多く認められ,そ の原因として,下層
の乾燥 した籾が上層へ移動 して吸湿 したためと考えられる。

また,視拌 されない部分の一部で,籾表面の変質変色等が
認められた。

常温通風乾燥においては,各層とも軽胴割が 3～ 4%発
生 したのみで,籾の変質等は全く認められなかった。

表 4 各層における胴割 6)

4 摘     要

籾層内に攪拌装置を有する攪F.5型乾燥機を供 して,コ ン
パイン刈生脱穀籾の火力乾燥および常温通風乾燥における

籾乾燥特性を調査 した。

1 火力乾燥では,攪拌装置の作用 しない部分に乾燥ム
ラを生 した。

2 常温通風乾燥では,各層の籾水分差が少なく,ほぼ
=様に乾減 した。
3 いずれの乾燥法とも,攪拌部の各層における籾水分
の変化は送風時間に反比例 して,高 い相関で直線的に減
少 していった。

4 乾燥による強胴割の発生は,火力乾燥で 5%以 下,
常温通風乾燥ではほとんど認められなかった。

引  用  文  献
1)渡辺鉄四郎  「通風乾燥機の使い方J37-43(1961)
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図3 常温通風乾燥における籾水分変化

表 3 常温通風乾燥における乾減式
スノロ直上を除いた全体 ノ=-0038″+232 ″=-0962
攪 拌 部 の 上 層 ターー0038r■236 ″=-0967
″    下 層 ノ=-0040″+"9 ″=― o971

無攪袢部 (中 心部 )夕 =-0036″+234 ″=-09“

る「薄い層 Jの乾燥パターンに従って乾燥 した。これに対
して,攪拌装置で攪拌された部分では,火力乾燥でも常温
通風乾燥においても,刊言の方が上層より乾燥速度が速い

傾向が認められたものの,各層における籾水分は送風時間
に反比例 して,高い相関で直線的に減少していった。この

乾減式が表 2,表 3である。従来の静置型乾燥機の試験結
果によると,籾堆積高が高い。いわゆる「厚い層Jの乾燥
では,ス ノコ面に送られた風は下層の籾水分を蒸発させる

ため,上層にゆくに従って低温多湿の風となり,上層の籾
の乾燥が遅れる。これは,熱風温が高いほど,乾燥開始時
の靭水分が高いはど,ま た風量比が小さいほどその傾向が

大きくなる。1)これらを考慮 して,挽拌部における籾水分
の推移について考えると,攪拌装置が 5時間に1回通過す
るまで,各部分の籾層は移動することなく静置 したまま乾
燥される。このため,上層と下層の水分較差が広がってゆ
くが,攪拌装置が通過することにより,籾の上下移動,つ
まり攪拌が行われ,各層の籾が混合されて層間の水分較差
が縮小される。 この作用が乾燥期間中.繰 り返される。
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スノコ直上 10
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(張込籾 ) 99 2 05
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00
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